











― 文化財の保存・活用の新しい動きを視野に入れて ― 
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 東京府で建てた滝山城跡の標識 















  失われるような場合は、地図・写真などを作製 
  し、後日のための研究に遺漏がないように備え 
  る。 
③ 標識を設置し、史蹟としての愛護は青年団など 
  の努力に俟つことにする。 
④ 保存に要する経費は、なるべく郡費によって賄 
  うことにする。しかしその保存経費は公益団体 
  を経営する篤志家の寄付金や一般の醵金でもよ 

































  昭和三十一年十一月二十六日  文化財保護委員会委員長 高橋誠一郎 
種別      名  称      所 在 地         地    域 
         （  中   略  ） 
同（史跡…筆者注）   滝山城跡  同加住村大字高月 二二九五番から二二九八番まで、二 
             字人沢      三〇三番から二三〇五番まで 
        （   後   略  ） 
 

























































































































































































































（注３） 『調布日記』（『大田南畝全集』第九巻 183～184頁  岩波書店）。 
（注４） 『武蔵名勝図会』（慶友社） 402～405頁。 
（注５） 東京都西多摩郡檜原村 吉野家文書『武蔵名勝図会』多摩郡 第九。 
（注６） 『新編武蔵国風土記稿』巻之一百七（多摩郡之十九）瀧村の項。 
（注７） 多摩市立図書館所蔵『調布玉川惣画図』。 












（注11） 『東京府西多摩郡南多摩郡北多摩郡 名所旧蹟及物産志』（東京府発行  大正元年11
月）。 
（注12） 『帝都郊外の史蹟』（仁友社 大正５年５月）。 
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（注27） 『滝山公園基本計画報告書』（東京都建設局  昭和62年２月）、『滝山公園基本設計報告















   【アンケート調査票】 
 






１．あなたの性別 （  a.男性   b.女性 ） 
   年齢 （  a.10代  b.20代  c.30代  d.40代  e.50代  f.60代  g.70代以上 ） 
   職業 （  a.自営業  b.会社員  c.団体職員  d.公務員  e.教員  f.主婦  g.無職 
       h.学生  i.その他［             ］ ） 
   居住地 （         区・市・町・村        町）          
   居住年数   （          年 ） 
   当該団体への参加年月 （          年   月） 
   当該団体での身分 （ a.役員 b.会員 ） 
２．当該団体に入会した理由は何ですか （複数回答可）。 
  a.当該文化遺産の歴史に興味があった b.当該文化遺産の持つ環境に関心があった 
  c.当該文化遺産の保存・活用に関心があった d.当該団体の活動に興味をもった 
  e.その他 （                                                          ）  
３．現在、当該団体のどのような活動に参加していますか。具体的に記してください。 
４．当該団体への関わりは１ヶ月に平均何日ぐらいですか。 
  a. 0日    b.約 １日  c. 約２～３日  d. 約４～５日  e.約 ６日以上 
５．当該団体に入会して良かったことは何ですか （複数回答可）。 
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  a．文化遺産の保存・活用に携わることができた   b.仲間ができた    
  c.社会的貢献ができた 
  d.その他（                                                   ） 
６．将来、当該団体で行ってみたい活動は何か。具体的に記してください。 
        
７．当該団体に入会し、当該文化遺産保護に関わる課題で行政に対する要望はありますか。 
  a.ある     b.ない     c.わからない    ＊「ある」と回答された方は、その要
望を以下に具体的にお願いいたします。 
 （                                                                       ） 
 































































































































































































昭和60年（1985）６月１日 東京都立滝山公園が開園する。 『城址にある丘 都立滝山
公園』（東京公園協会発行チ
ラシ  2009年２月） 
昭和62年（1987）２月 東京都建設局が史跡滝山城跡の保存・公開に留意
した『滝山公園基本計画報告書』を策定する。 
『滝山公園基本計画報告書』
（東京都建設局） 
平成７年（1995）10～11月 東京都建設局の便所改築工事に伴ない遺構確認の
ための発掘調査が八王子市教育委員会によって行
われる。 
『八王子埋蔵文化財年報－
平成７年度－』（八王子市教
育委員会 1996年７月） 
現代福祉研究 第11号（2011.3） 
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平成８年（1996）３月 東京都建設局が滝山城跡の保護と整備を視野に入
れた『滝山公園基本設計報告書』を策定する。 
『滝山公園基本設計報告書』
（東京都建設局） 
平成８年（1996）11月～平
成９年２月 
東京都建設局の曳き橋架け替え工事に伴ない遺構
確認のための虎口部分の発掘調査が東京都・八王
子市両教育委員会の指導の下に行われる。 
『八王子埋蔵文化財年報－
平成８年度－』（八王子市教
育委員会 1997年７月） 
 
